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概要
少子化の原因を探るためのシミュレーションモデル
を提案する。経済的事情ではなく、より精神的な面に
焦点を当てる。年齢による価値の変化をロジスティッ
ク分布を使って表現する。対数正規分布を仮定した
同性同士および異性中心のコミュニティ、またべき分
布を仮定する恋愛対象の集団を仮定し、同性コミュニ
ティにおいて自己の能力を磨き、異性コミュニティに
おいて多数の異性を知り、恋愛対象の集団における
マッチングに影響を与えるモデルを提案した。
キーワード：シミュレーション,異性関係,同性関係
1. はじめに
我が国はこれまで経験したことのない未曾有の人口
減少に直面しており、その主因は少子化にある。その
理由の一つに 50歳時の未婚割合（以下「生涯未婚率」
と称す）の上昇があり、これは解決すべき喫緊の社会
課題である。その対策立案のため、政府並びにシンク
タンクによるアンケートがとられており、例えば内閣
府による「令和 2年度少子化社会に関する国際意識調
査」[5] では、現在結婚していない日本人の独身理由
として「適当な相手に未だ巡り合わないから」が筆頭
になっている。アンケートは他にも多くとられている
が、現時点で具体的な生涯未婚率の数値が改善される
気配はない。そこで我々はパートナーを得るに至る条
件がどのようなものであるかを、個人の精神的状態に
着目し、アンケート以外の異なるアプローチで精緻化
したい。
2. 提案手法
2.1 経済的事情に対する考察
少子化問題に対して経済的事情を理由とする言説は
多数ある [2, 1]。しかし日本においては高度成長期ま
で生涯未婚率はほぼゼロであった [3]。これは経済状
態がたとえ悪くても、婚姻と出産については社会規範
（家意識）からくる圧が強く作用していたからだろう。

現代ではこのような圧が減少していることは生涯未婚
率が上昇している重要な理由の一つだろう [6]。現代
では婚姻という形態を取らないパートナー関係も公認
されているが、少子化という事実はそうした婚姻以外
の関係を含めてもなお孤独化が進んでいることを示唆
している。本研究では少子化の原因を経済的事情には
求めない。前述の高度成長期以前の状況に加え、日本
以外のもっと経済事情の悪い国でも必ずしも少子化と
はなっていないからである。むしろ出生率の低下は都
市化の程度と強く関係するという報告もある [4]。も
し現在において経済的援助が盤石であったとしても、
社会規範による圧がほとんどない状態では、少子化に
対する能動的な解決は望めないだろうと考える。ゆえ
に社会規範による圧がないとしたうえで、アンケート
における「適当な相手に未だ巡り合わないから」とい
うデータを詳細に検討する必要があると考える。本報
告ではその原因究明に資する方法論として、議論を定
量化できる、少数の条件を設定可能な時間発展シミュ
レーションモデルを提案する。

2.2 最大化を目指す二つ指標
パートナーを得るという観点において、本研究では
二つ指標を評価軸とする。それは「早期にパートナー
を得る」ことと「能力の高いパートナーを得る」こと
である。つまり早期にパートナー関係が成立して人
生の次のステップに進むことと、高いレベルの相手を
パートナーとすることで社会的に安定した人生設計が
可能になることの両方が少子化においては重要である
とみなす。この二つは多くの場合背反する。つまり、
早期にパートナーを得ることは、将来設計における不
安要素が減る反面、人生の先でもっと能力の高いパー
トナー候補が出現しても容易に乗り換えることはでき
ないことを意味する。一方、時間をかけて自分の能力
を十分高めてからパートナーを探せば能力の高いパー
トナーを得られる可能性が増える反面、パートナーそ
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のものを得られないリスクがある。本研究ではこれら
を統合せず、あくまで二つの評価軸のまま残して検討
を進める。

2.3 モデル
我々のモデルでは性的な価値を二つに分類する。肉
体年齢そのものによる価値とその他の魅力による価値
である。そして我々のモデルは、ある仮定された「個
人」に着目し、その主観を表現する。従ってすべての
状態は統計分布上での位置で示され、絶対的な尺度を
廃して構成される。出会いの偶然性など実際には自助
ではどうにもならない要素があるが、それらは同時代
において確率的には公平に作用するため、主観の上で
はキャンセルされるものとする。つまり社会情勢は概
ね均等な条件であり、パートナー選択においては完全
な自由市場が成立していて、これらはすべて統計分布
に織り込めるものとする。
我々のモデルでは「個人」が (1)自身の性的魅力を
磨くコミュニティと、(2) パートナーとなる異性の候
補を幅広く知るコミュニティと、(3) パートナーを選
別するための集合を概念上分離する。(1) は概ね同性
のみで構成されるコミュニティであり、十分に自分を
さらけ出して協力または競争し、スポーツや勉学など
自身の魅力に資する能力向上をはかる。同時に服装の
知識やトレンドなどの情報交換をする。(2) は異性を
中心に構成されるコミュニティで、主にパートナーと
なる候補と幅広く知り合いになるためのコミュニティ
である。ただし「個人」はこのコミュニティの構成員
を恋愛対象の異性とはみなさない。実際の例としては
趣味のサークル、職場の同じ部課、SNSの中のコミュ
ニティ、学校の同級、同業種の団体等様々である。(3)

は恋愛対象の集合であり、「個人」から主観的に見た
複数の異性を仮に一つの集団としてみたものである。
異性同士は基本的に相互の面識がない。「個人」はこ
の集合の構成員を自身のレンジに入る恋愛対象の異性
としてみており、各構成員には数値で序列化された好
意値が与えられる。そしてパートナーはこの集合内か
ら選ばれる。
本提案の設計として 3 種 4 つの統計分布を仮定
する。
• 年齢分布：年齢と性的価値の関係を示す分布でロ
ジスティック分布（シグモイド関数）である。年
齢に起因する性的価値はある年齢を境に急激に減
少するため、シグモイド関数状の分布が望ましい。
年齢は規格化のため 18歳を 0とし 50歳を 1とす

る。例えば年齢 26 歳（� = 0.25）で 0.95、年齢 34

歳（� = 0.5）で 0.95 となるシグモイド関数は次式
で与えられる。

� (�) = 1 − 1/(1 + exp(−4 log(19) (� − 0.375)))

• 同性分布あるいは異性分布：同性または異性のコ
ミュニティにおける何らかの尺度とコミュニティ内
人口の関係を示す分布でどちらも標準対数正規分
布（� = 1, � = 0）とする。上記の (1) と (2) のコ
ミュニティを分布として表現したものである。一般
に要素同士に強い関係のある要素からなる分布が
一般に対数正規分布に近似されるので、それを考
慮することが望ましい。具体的には次式である。

�(�) = 1

�
√

2�
exp

(

− (ln �)2

2

)

• 対象分布 (� (�, �))：恋愛対象となる異性の集合を
好意の順に並べたものと、それぞれの異性に付随
する好感度の関係を示す分布でべき分布で与えら
れる。「個人」は自身のレベルを自己認識しており、
対象となるパートナーの範囲を暗黙のうちに設定
している。「個人」がどのようなレベルにあっても
この分布が同様である（つまりスケールフリーで
あるべき）ことを要請するため、これはべき分布と
なる。具体的には � (�, �) = ��−� である（�は設定
時の定数）。

2.4 シミュレーションの流れと終了条件
シミュレーションは次のように行う。開始時点で

「自身」には同性分布と異性分布のどちらに傾倒する
かが合計 2の実数値（傾倒偏差 �）で与えられており、
これは変動しない（傾倒偏差 � が 1.5であれば同性分
布に 1.5、異性分布に 0.5が割り振られる）。同性分布
内での位置と異性分布内での位置は初期状態でどちら
も無作為に与えられる。同性分布内での位置と年齢分
布から得られる価値は完全に独立なものとして二乗和
平方根をとり、その時点の自身の性的価値（プライド
を意味する）とする。対象分布内には異性分布での位
置に応じた数の対象候補者が無作為に設定される。対
象分布内で各対象のうち一人が自身の性的価値と合致
した場合（正確には 0.001以内となった場合）、シミュ
レーションは終了する。
時間発展は次のように行う。

1. 同性分布と異性分布での位置の変動：自身の各分布
での偏差値はそれが期待値に向かうように微小量
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（0.001）の増減をするが、上昇方向に傾倒偏差が乗
算されるので、傾倒偏差が 1より高ければ同性分布
が統計的に微増し、低ければ異性分布が統計的に
微増する。十分な時間がたてば両方のコミュニティ
での位置は（乱数による変動以外は）安定する。

2. 異性分布での位置に応じて対象分布内の対象の数
が再計算され、無作為の追加または削除が行われ
る。同性分布内の位置と年齢分布内での位置によっ
て自身の性的価値が定まり、対象分布内でその値と
同じ異性の対象がいるかどうか判定する。いれば
パートナー関係が成立したものとしてシミュレー
ションは終了する。終了時には二つのスコアが得ら
れる。終了までの時間と、終了時点での自身の性
的価値（�）である。前者は実際にはパートナー関
係が成立するまでの時間が出産適齢期の範囲に入っ
ているべきであるので、短い方が良い。
各ターンの乱数的要素を除けば自身の特徴を決める
変数は傾倒偏差と対象分布中に現れる定数 �だけであ
る。傾倒偏差は自身の生物学的性をどれだけ肯定して
いるかを意味し、定数 �は一種の「一途さ」を表現し
ている。
3. 結果と議論

C++言語で実装した結果を示す。Figure 1は年齢分布
を、年齢 26歳（� = 0.25）で 0.95、年齢 34歳（� = 0.5）
で 0.95 となるシグモイド関数で設定し、傾倒偏差 �

を 1に設定したもので、およそ 32歳でパートナーを
得ることができた。そのときの性的な価値は 1付近で
あった。一方、Figure 2 は同じ年齢分布で傾倒偏差 �

を 1.8に設定したものである。つまり同性内のコミュ
ニティにおける能力向上に注力した場合で、こちらは
50歳になってもパートナーを得られなかった。性的な
価値はおよそ 1.5である。どちらも � = 1とした。

Figure 1: Mental deviation � = 1.0, � = 1

Figure 2: Mental deviation � = 1.8, � = 1

続いて、年齢分布を、年齢 26歳（� = 0.25）で 0.95、
年齢 50歳（� = 1）で 0.95となるシグモイド関数を用
いて、同様の条件で計算した例を、それぞれ Figure 3

と Figure 4に示す。

Figure 3: Mental deviation � = 1.0, � = 1

Figure 4: Mental deviation � = 1.8, � = 1

さらに、年齢分布を前者に設定し、傾倒偏差 � と
� の値を変えて、1 条件あたり 1000 試行した平均を
Figure 4に示す。

Figure 5: Age of partnership vs. the mental deviation

本シミュレーションの結果は次の示唆を与える。す
なわち、早期にパートナーを得るためには、同性同士
のコミュニティで能力向上を目指すより、積極的に異
性のコミュニティに参画し、できるだけ多くの異性を
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パートナーの候補とすることが望ましい。ただしそ
の場合、得られるパートナーの質は低くなりがちであ
る。また � が小さなほうが早くパートナーを得られ
たという結果からは、一途な性格よりも幅広くパート
ナーを探すほうが早期にパートナーを得られやすいこ
とを示唆する。これらの結果は直観に合致する。
4. 結論
本提案のシミュレーションではパートナー関係の成
立を完全に精神的なものとし、自身や異性の経済的状
況は考慮されていない。これは長い人類文化において
現在より社会が経済的に困窮していた時代でもパート
ナー関係が成立していた事実に依拠する。今後の課題
として、実統計データとの整合や、コミュニテイ自体
の社会の中での位置の考慮、異性側にも「個人」と同
様の好悪関数を設定したシミュレーションで精緻化し
たい。
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